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市
文
化
財
に
指
定 

２
件

有形文化財（建造物）に指定

中神・熊野神社本殿及び拝殿

天然記念物に指定

アキシマクジラ化石標本

　
平
成
31
年
１
月
17
日
、市
教
育
委
員
会
は
、中
神・熊
野
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
を
有
形

文
化
財（
建
造
物
）に
、ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
化
石
標
本
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

☆
詳
し
く
は
、
文
化
財
担
当
へ
。

中
神
・
熊
野
神
社

　

中
神
・
熊
野
神
社（
中
神
町
１-

12-

７
）は
、
延
文
５（
１
３
６
０
）年
、
紀
伊

国（
現
在
の
和
歌
山
県
）の
熊
野
神
社
の

本
宮
を
分
霊
し
て
開
創
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は「
熊
野
大だ

い
ご
ん権

現げ

」や「
熊
野
大た

い
じ
ん神
」と
称
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
29（
１
８
９
６
）年
に「
中
神
熊

野
神
社
」と
改
め
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
拝
殿
は
、
嘉
永
５（
１
８
５
２
）年
、
中

神
村
の
中
野
久
次
郎（
通
称 

中な
か
き
ゅ
う久
大だ

い
じ
ん尽
）

が
中
心
と
な
っ
て
再
建
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
本
殿
は
、
そ
れ
以
前
の
江
戸
中
期

か
ら
後
期
に
遡
る
建
造
物
と
み
ら
れ
ま

す
。

　
い
ず
れ
も
、
後
世
に
修
復
さ
れ
た
跡
が

あ
り
ま
す
が
、
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文

化
財「
中
神
の
獅
子
舞
」の
伝
承
地
で
あ

り
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
伝
統

的
な
文
化
遺
産
で
も
あ
る
た
め
、
有
形
文

化
財（
建
造
物
）に
指
定
し
ま
し
た
。
将
来

に
わ
た
っ
て
保
存
、
保
護
、
活
用
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の「
中
神
の
獅
子
舞
」の
奉

納
は
、
４
月
６
日（
土
）・７
日（
日
）で
す
。

詳
し
く
は
、「
広
報
あ
き
し
ま
」３
月
15
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

▲ 見取り図（上の写真は●の
位置から撮影）
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神
み こ し

輿蔵

石灯籠

ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
の
化
石

　

昭
和
36（
１
９
６
１
）年
８
月
20
日
に

八
高
線
多
摩
川
鉄
橋
付
近
の
河
川
敷
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
昭
島
市

民
く
じ
ら
祭
が
毎
年
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
絵
柄
に
な
る
な
ど
、

半
世
紀
に
わ
た
り
昭
島
市
民
に
愛
さ
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。

　
ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
の
化
石
は
、
約
200
万

年
前
の
も
の
で
す
。
そ
の
当
時
の
昭
島
は

海
で
、
ク
ジ
ラ
が
泳
い
で
い
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
発
見
か
ら
約
１
年
か
け
て
、
つ
な
ぎ
合

わ
せ
な
ど
の
復
元
作
業
を
終
え
、
昭
和
39

（
１
９
６
４
）年
か
ら
国
立
科
学
博
物
館

の
新
宿
分
館
で
調
査
・
保
管
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
な
く
、
研
究
が
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
24
年
３
月
か
ら
群
馬
県

立
自
然
史
博
物
館
に
移
送
さ
れ
、
研
究
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
30
年

１
月
１
日
、
日
本
古
生
物
学
会
学
会
誌
に

「
こ
れ
ま
で
世
界
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
ク
ジ
ラ
の
新
種
」と
す
る
論
文
が
掲
載

さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
名（
エ
ス
ク
リ
ク

テ
ィ
ウ
ス 

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
）が
付

与
さ
れ
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
標
本
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
後
世
に
継
承
す
べ
き
重

要
な
化
石
標
本
と
し
て
、
天
然
記
念
物
に

指
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の
宝
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

昭和36（1961）年 発掘作業

昭和48（1973）年 第１回市民納涼の集い（後の昭島市民くじら祭）

本殿

拝殿

石灯籠

狛
こま

犬

2020年３月開設の教育福祉総合センターに、
実物の化石の一部が展示されます。

▲ 所在地（最寄りのバス停 は
立川バス「中神」停留所）

中神坂

諏訪
神社

シルバー人材
センター北

中神小

〒

五鉄通
り

宮沢

熊野神社

中神の獅子舞

21
年
ぶ
り
！

奥多摩
街道


